
 

  

 
■ はじめに 
 道路や橋梁、トンネル、上下水道などの社会イン 
フラは年々増加している。近年、特に先進国を中心 
にインフラの老朽化が進んでおり、これらの維持管理 
が重要な課題となっている。我が国でも老朽化した 
社会インフラの増大に対応するため、より効率的な管 
理技術に対する意識が高まっている。 
 現在の管理技術としては、トンネルを例に挙げると 
ハンマーによる打音検査、超音波診断等が挙げられ 
る。これらの検査は実施の手間、コストを考えるとどう 
しても回数が少なくなってしまうという欠点を抱えてい 
る。 
また、近年タッチパネルやヘルスケアなど様々な分 
野で応用が進んでいるフレキシブルデバイスの技術 
はデバイスの形状の自由度を増大させている。これ 
をインフラのモニタリングに応用した場合、測定対象 
にフィットすることによる感度の増大、形状の自由度 
からデバイス全体の小型化に大いに貢献することが 
期待できる。 
 本研究では、社会インフラ（特に道路交通インフラ） 
の効率的かつ高頻度のモニタリングを目的としてフレ 
キシブルな設置型ひずみセンサの開発を目的とす 
る。 

 
■ 研究内容 
１.センサの変形メカニズムの解析 

本研究で開発するセンサの形状としては、ポリイミドなど
のフレキシブルなフィルム状のベースにMEMSひずみゲ
ージを実装したものを採用する。これに引っぱり、曲げ、
押し込みなどの変形が生じた際、歪みゲージ本体がどの
ように変形するか、またセンサ周辺のパラメータ（ピエゾ抵
抗素子の厚み、センサの異方性、フィルムの硬さ＋厚み,
測定対象の形状など）が出力に対してどのように影響する
かの定量化を目的として、数値計算などによる解析を行
う。 

 
 
 
 
 
●フレキシブルな基板上に配置したセンサの変形 

 
 
２．センサの試作 

MEMSひずみゲージの試作、オートフリップチップボン
ダーを用いた転写による実装を行う。また、ウエハからフィ
ルムへの転写条件に関して、複数のパターンによる試験、
数値計算から転写に適した形状（パーツの切り離しを容易
にする、また破損の生じにくいパターン）を明らかにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 ●実装関連の試験、シミュレーション 
 
３．センサの変形試験 

作成した歪みセンサ（フレキシブル基板状に配置した
歪みゲージ）の変形試験(引っぱり、曲げ、押し込み)を行
い、抵抗値の変化を測定する。 

 
4.数値解析との比較 

変形試験の結果と数値解析を比較、検証を行い、出力
に影響を与えるパラメータを明らかにする。 
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